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財政事情の公表
■上球磨消防組合告示第６号
　��　地方自治法第２４３条の３第１項及び上球磨消防組合財政事情の公表に関する条例の規定により、
　財政事情を次のとおり公表する。
　　　　　　　　　　　　　平成２８年７月１日�　　　　　　上球磨消防組合長　松　本　照　彦

１．平成２７年度歳入歳出状況（平成２７年４月～平成２８年５月）

（１）　歳　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 単位：千円）

款
予算額
（Ａ）

補正額等
（Ｂ）

合計
歳入済額（Ｃ） 差引残額

A+B-C
収入率
（％）４～９月 10～12月 １～５月 計

１．分担金及び負担金 473,175 △ 500 472,675 349,727 118,256 4,856 472,839 △ 164 100.03%

２．使用料及び手数料 150 150 187 60 113 360 △ 210 240.00%

３．国 庫 支 出 金 1 1 0 1 0.00%

４．県 支 出 金 41 41 237 237 △ 196 578.05%

５．財 産 収 入 22 22 22 22 0 100.00%

６．寄 付 金 1 1 0 1 0.00%

７．繰 入 金 1 1 0 1 0.00%

８．繰 越 金 3,000 5,108 8,108 3,116 4,992 8,108 0 100.00%

９．諸 収 入 5,608 5,608 9 32 5,620 5,661 △ 53 100.95%

10．組 合 債 1 399,700 399,701 399,700 399,700 1 100.00%

歳　入　合　計 482,000 404,308 886,308 353,039 118,348 415,540 886,927 △ 619 100.07%

（２）　歳　出　

款
予算額
（Ａ）

補正額等
（Ｂ）

合計
歳入済額（Ｃ） 差引残額

A+B-C
支出率
（％）４～９月 10～12月 １～５月 計

１．議 会 費 852 852 35 125 310 470 382 55.16%

２．総 務 費 29,867 215 30,082 10,937 7,741 8,263 26,941 3,141 89.56%

３．消 防 費 437,365 404,308 841,673 202,488 130,456 503,445 836,389 5,284 99.37%

４．公 債 費 12,532 12,532 5,550 6,144 11,694 838 93.31%

５．諸 支 出 金 1 1 0 1 0.00%

６．予 備 費 1,383 △ 215 1,168 0 1,168 0.00%

歳　出　合　計 482,000 404,308 886,308 219,010 138,322 518,162 875,494 10,814 98.78%

2．組合の財産
種　類 数　　　　　　　　　　　　　　　　　量

土　地  上球磨消防本部消防署　5,840.00㎡　　東分署　1,698.00㎡   　江代基地局　88.00㎡ 

建　物  庁舎　999.29㎡　車庫及び資料室　357.93㎡　倉庫　54.79㎡　　東分署　251.24㎡

車　両
 指揮車、ポンプ１号車、ポンプ２号車、ポンプ３号車（予備車）、救助工作車、救急１号車、救急２号車、救急３号車（予備車）、
 マイクロバス、資機材搬送車、事務連絡車、広報１号車、広報２号車、事務車、東ポンプ車、東救急車、指令車

3．平成２８年度当初予算
（１）歳　入　　　　　　　　　　　　　　　　( 単位：千円）　　

款 本年度予算額 前年度予算額 比較
１．分担金及び負担金 495,236 473,175 22,061

２．使用料及び手数料 150 150 0

３．国 庫 支 出 金 1 1 0

４．県 支 出 金 169 41 128

５．財 産 収 入 24 22 2

６．寄 付 金 1 1 0

７．繰 入 金 1 1 0

８．繰 越 金 3,000 3,000 0

９．諸 収 入 6,418 5,608 810

10．組 合 債 99,000 1 98,999

歳　入　合　計 604,000 482,000 122,000

（３）町村別負担金の状況　　　　　　　　　　( 単位：千円）

１．多 良 木 町 137,994

２．湯 前 町 69,156

３．水 上 村 49,649

４．あ さ ぎ り 町 238,237

５．椎 葉 村 100

６．西 米 良 村 100

合　　　　計 495,236

（２）歳　出　　　　　　　　　　　　　　　　( 単位：千円）

款 本年度予算額 前年度予算額 比較
１．議 会 費 551 852 △ 301

２．総 務 費 26,895 29,867 △ 2,972

３．消 防 費 569,309 437,365 131,944

４．公 債 費 5,911 12,532 △ 6,621

５．諸 支 出 金 1 1 0

６．予 備 費 1,333 1,383 △ 50

歳　出　合　計 604,000 482,000 122,000

（４）性質別経費の状況 ( 単位：千円）

１．人 件 費 412,979 
２．物 件 費 48,965 
３．維 持 補 修 費 1,000 
４．補 助 費 95,708 
５．公 債 費 5,911 
６．積 立 金 14 
７．投 資 的 経 費 38,103 
８．予 備 費 1,320 

合　　　　計 604,000 
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平
成
二
十
八
年
五
月
十
九
日
第
一
回
上
球
磨

消
防
組
合
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
小
野
賴
年
議

員
が
議
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
副
議

長
に
永
井
英
治
議
員
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
以
下
、
議
長
挨
拶
文
）

　

晩
秋
の
候
、
地
域
住
民

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
夏
の
猛
暑
も
過
ぎ
、

爽
や
か
な
秋
に
入
り
、
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
四
月
に
発
生
し
ま
し
た
熊
本
地
震
で
被

災
さ
れ
た
方
々
へ
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
尊
い
命
を
落
と
さ
れ
た
方
々
へ
忠

心
よ
り
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
余

震
が
続
く
中
、
仮
設
住
宅
等
で
の
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
方
々
に
一
日
も
早
い
復
興

復
旧
を
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
五
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
上
球
磨

消
防
組
合
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
全
議
員
の
皆

様
に
推
挙
頂
き
、
第
十
四
代
上
球
磨
消
防
組
合

議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
小
野
賴
年
で

す
。
上
球
磨
消
防
組
合
議
会
は
、
あ
さ
ぎ
り
町
、

多
良
木
町
、
湯
前
町
、
水
上
村
の
各
町
村
議
会

か
ら
選
出
さ
れ
た
七
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
村
を
代
表
し
、
地
域
住
民
皆
様
の
負
託
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
議
会
活
動
の
充
実
に
努
め
て
参

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

議
長
　
小 
野
　
賴 

年

　

現
在
、
早
急
に
上
球
磨
消
防
組
合
に
課
せ

ら
れ
て
い
る
事
業
と
し
て
、
耐
震
化
に
伴
う

消
防
署
庁
舎
建
て
替
え
で
あ
り
ま
す
。「
大
規

模
災
害
時
、
防
災
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
庁

舎
」、「
住
民
が
親
し
み
や
す
い
庁
舎
」、「
住

民
に
対
す
る
防
災
意
識
の
普
及
・
啓
発
を
図

る
庁
舎
」、「
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
庁
舎
」、

こ
の
四
項
目
を
基
本
方
針
と
し
て
新
庁
舎
完

成
に
向
か
っ
て
協
議
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
多
様
化
す
る
消
防
・
救
急
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、
車
両
更
新
、
資
機
材
の
充
実

化
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
住

民
の
皆
様
か
ら
期
待
さ
れ
る
、
消
防
・
救
急

隊
員
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

消
防
組
合
の
議
会
と
致
し
ま
し
て
も
災
害

か
ら
地
域
住
民
の
皆
様
の
身
体
・
生
命
・
財

産
を
守
る
た
め
、
更
な
る
消
防
力
強
化
の
充

実
が
図
ら
れ
る
よ
う
誠
心
誠
意
努
力
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
上
球
磨
消
防
組
合
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
上
球
磨
消
防
組
合
議
会
議
長
の

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

議
会
選
出
監
査
委
員
　
交
代

　

平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
九
日
第
二
回
上

球
磨
消
防
組
合
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
小

野
賴
年
議
員
に
代
わ
り
𡧃
佐
信
行
議
員
が
監

査
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
小
野
議

員
は
平
成
二
十
四
年
十
二
月
よ
り
約
三
年
半

議
会
選
出
監
査
委
員
と
し
て
勤
め
ら
れ
ま
し

た
。

第３０回球磨郡消防ポンプ操法大会
　７月３１日、あさぎり町須恵文化ホール駐車場にて第３０回球磨郡消防ポンプ操法大会が開催され
ました。球磨郡各町村からポンプ車３チーム、小型ポンプ９チームが出場しました。
　今年は熊本地震の影響で熊本県大会が中止となり、郡の操法大会の開催も危ぶまれましたが、関係
各位協力のもと、開催することができました。
　当日の気温は３５度を超える猛暑日となりましたが、選手は全力で競技され、ハイレベルな大会と
なりました。選手の皆様、関係者の皆様お疲れ様でした。

大会結果（タイム）
　小型ポンプの部
　　１位　錦　　町（９１. ３点）　
　　２位　球 磨 村（８６. ８点）
　　３位　多良木町（８４. ０点）

　ポンプ車の部　
　　１位　湯 前 町（１８１. ３点）
　　２位　多良木町（１７４. ５点）
　　３位　水 上 村（１５２. ０点）
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現場をすぐ特定するために
　今年は枯れ草焼き等により燃え広がった火災が多
く発生しています。揚煙届（火災とまぎらわしい煙
又は火炎を発するおそれのある行為の届出書）とい
うものをご存知でしょうか。その名の通り火災との
区別をするために事前に提出してもらう書類です。
　提出の際は、日時、場所、必ず連絡のつく連絡先（で
きれば携帯番号）を記入。期間が長い場合は燃やす
日の事前連絡をお願いします。
　これは、現場位置がすぐに確認でき、発災した場
合に早期対応が可能になること、また誤報を防ぐこ
とを目的としています。この届出書は上球磨消防組
合のホームページからダウンロードできます。

※�消防署では火入れの許可は行っていません。また、
火入れに関する法令及び条例により、焼却できな
い物もありますので、事前に役場または保健所へ
確認してください。

その枯れ草焼きちょっと待って！

救急車！本当に必要ですか？！

・「火入れ許可申請書」は役場へ

・「揚煙届」は消防署へ

　　全国から
緊急消防援助隊が集結

　

今
年
４
月
14
日
及
び
16
日
に
発
生
し
た

熊
本
地
震
に
お
い
て
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

に
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
被

災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
回
の
熊
本
地
震
で
は
上
球
磨
消
防
署

も
熊
本
県
消
防
相
互
応
援
協
定
に
基
づ
き

益
城
町
及
び
西
原
村
で
の
捜
索
、
救
助
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
か
ら
も
緊
急
消
防
援
助
隊

が
集
結
し
救
助
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

管
内
に
も
人
吉
盆
地
南
縁
断
層
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
断
層
で
の
地
震
が
発
生
し
た
場

合
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
規
模
の
地
震
が
発

生
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
普
段
か
ら

地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
防
災
意
識

を
高
め
ま
し
ょ
う
。

「熊本県消防学校に全国から集結」

　

上
球
磨
消
防
署
で
は
、
平
成
27
年
10
月
１
日
に
統
合
型
位
置
情
報
通
知
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
固
定
電
話
で
１
１
９
通
報
を
行
っ
た
際
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

に
登
録
し
た
住
所
を
も
と
に
瞬
時
に
現
場
が
特
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
上
球
磨
消
防
署
で
登
録
し
て
あ
る
住
所
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
住
所
が
合

致
し
な
い
と
現
場
は
表
示
さ
れ
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　

　

そ
の
た
め
、
住
所
が
特
定
で
き
な
か
っ
た
住
民
の
方
に

は
、
後
日
消
防
署
か
ら
正
確
な
住
所
を
お
尋
ね
し
、
場
合

に
よ
っ
て
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
へ
の
住
所
登
録
を
変
更
し
て
も
ら
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

火
災
、
救
急
時
に
１
秒
で
も
早
く
到
着
で
き
る
よ
う
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　救急車の出動件数は、年々増加しています。
その内の半分は軽傷（入院を必要としない症
例）です。
　判断に迷ったり、病院の情報を知りたいと
きは、上球磨消防署 TEL（0966－42－3181）
までお問い合わせください。
　大切な命を救うために、救急車の適正利用
をお願いします。

熊本地震
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熊本県救急教育セミナー開催熊本県警察との合同潜水訓練
を実施しました！

《第 56回熊本県救急教育セミナーの風景》
(パネルディスカッション )《訓練の様子》

　７月６日にあさぎり町深田せきれい館にて第
５６回熊本県救急教育セミナーが開催されまし
た。始めに、熊本県メディカルコントロール協
議会会長である笠岡俊志教授の講演が行われ、
「病院前救急医療体制におけるメディカルコン
トロールの役割」について話されました。救急
隊による症例発表、上球磨MCの今後の取り
組みと課題についてパネルディスカッションを
行いました。観覧者も多く、知識の向上につな
がるセミナーとなりました。

　８月４日、５日に熊本市中央区にある熊本県
警察本部機動隊の潜水訓練施設（水深５ｍ）に
て機動隊と合同潜水訓練を実施しました。この
訓練は、隊員の連携及び個々の技術習得を目的
に毎年行っています。潜水業務では１つの小さ
なミスが大事故へと繋がるため、各隊員はより
一層の注意を払い、水中での合図や作業の確認
を行いました。

２７名の未来の消防士
　

上
球
磨
消
防
署
で
は
、
今
年
も

多
く
の
中
・
高
校
生
の
職
場
体
験

を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
２
～
３
日

程
度
の
短
い
日
数
で
し
た
が
、
規

律
訓
練
や
放
水
訓
練
、
救
助
資
機

材
取
扱
訓
練
や
救
急
処
置
訓
練
な

ど
多
く
の
こ
と
を
体
験
し
、
汗
を

流
し
て
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　

南
稜
高
校
（
１
名
）

　

人
吉
高
校
（
４
名
）　　

　

多
良
木
高
校
（
５
名
）

　

多
良
木
中
学
校
（
10
名
）

　

あ
さ
ぎ
り
中
学
校
（
５
名
）

　

湯
前
中
学
校
（
２
名
）
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火災・救急・救助は
☎１１９ （6）

長年の夢事業進みだす !!庁舎情報
　当本部庁舎は、平成２３年度に実施した耐震診断にて Is 値（耐震指標）0.5 という結果を得
ています。この数値は、震度６強～７程度の規模の地震で、震動及び衝撃に対して倒壊し、又
は崩壊する危険性があるということが示されています。
　当初は、耐震化も検討されていましたが建て替えることに決定され、職員内で庁舎検討委員
を選出し、定期的な会議はもちろんのこと、正副組合長及び消防議員の方々とともに他消防本
部の庁舎視察研修などを実施
しました。また、平成２７年度
に当組合は土地を購入し、今年
度に入り、構成副町長、水上村
総務課長及び当組合の職員で
結成した庁舎建設検討協議会
を発足させ、基本計画の策定を
行いました。
　今後は基本設計・実施設計な
どの各事業を進め、平成３０年
度内の完成を目指し、更なる協
議検討を重ねてまいります。 現消防本部庁舎航空写真

指
導
救
命
士
研
修
を
終
え
て

救
急
救
命
士
　
石
　
塚
　
賢
　
宏

　

こ
の
た
び
、
平
成
28
年
４
月
29
日

か
ら
６
月
９
日
ま
で
北
九
州
市
「
救

急
救
命
研
修
所
」
に
お
い
て
指
導
救

命
士
養
成
研
修
に
入
校
さ
せ
て
い
た

だ
く
機
会
を
得
ま
し
た
。

　

知
識
の
分
野
で
は
医
学
概
論
・
法

律
、
技
術
の
分
野
で
は
、
救
急
現
場

学
や
接
遇
、
指
導
の
分
野
で
は
成
人

教
育
技
法
や
評
価
技
法
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
チ
ン
グ
、
連
携

の
分
野
で
は
、
地
域
Ｍ
Ｃ
と
の
関
わ

り
や
事
後
検
証
の
あ
り
方
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
経
験
豊
富
な
救
急
救
命
士

が
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
環
境
で
、

各
地
域
で
の
悩
み
、
ス
キ
ル
、
訓
練

内
容
な
ど
の
共
有
が
で
き
、
多
く
の

刺
激
を
受
け
、
貴
重
な
体
験
を
積
む

こ
と
が
で
き
る
研
修
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
救
急
隊
の
指
導
育
成

や
地
域
Ｍ
Ｃ
と
の
連
携
な
ど
、
当
消

防
本
部
や
熊
本
県
救
急
隊
全
体
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
は
、
常
に
緊
迫
し
た
場
面
で

の
的
確
な
判
断
・
迅
速
な
活
動
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
い
か
な
る
状
況
下
で

も
冷
静
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
緊

迫
感
の
あ
る
指
導
は
大
切
と
考
え
ま

す
。
能
力
に
合
わ
せ
た
指
導
内
容
や

目
標
に
到
達
す
る
ま
で
の
過
程
を
組

み
立
て
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
タ
イ

ミ
ン
グ
よ
く
評
価
を
行
う
な
ど
、
指

導
救
命
士
と
し
て
の
役
割
を
し
っ
か

り
果
た
し
、
学
ん
だ
知
識
・
技
術
は

も
と
よ
り
、
傷
病
者
を
思
い
や
る
気

持
ち
を
大
切
に
し
、
住
民
か
ら
強
い

信
頼
を
得
ら
れ
る
救
急
隊
を
育
成
で

き
る
よ
う
目
標
に
向
か
っ
て
邁
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
指
導
救
命
士
と
は
…

　

他
の
救
急
救
命
士
を
含
む
救
急

活
動
に
携
わ
る
隊
員
の
行
う
救
急

活
動
全
般
を
教
育
指
導
す
る
こ
と

を
主
な
役
割
と
す
る
。
指
導
的
立

場
の
救
急
救
命
士
。


